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働
き
な
が
ら
高
等
学
校
教
育
を

　
県
で
は
、
働
き
な
が
ら
高
等
学
校

教
育
を
受
け
る
こ
と
が
’
．
、
き
る
定
時

制
、
通
信
制
課
程
の
生
徒
を
、
つ
ぎ

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

募
集
し
て
い
る
学
校

定
時
制
　
県
内
の
公
立
高
等
学
校
三

十
一
校

通
信
制
　
新
潟
高
等
学
校
（
新
潟
市

関
屋
下
川
原
町
二
）
　
高
田
南
城
高

等
学
校
（
上
越
市
南
城
町
三
）

応
募
資
格
　
昭
和
五
十
四
年
三
月
に

中
学
校
を
卒
業
見
込
み
の
人
。
中
学

校
も
し
く
は
こ
れ
に
準
ず
る
学
校
を

卒
業
し
た
人
．
中
学
校
を
卒
業
し
た

人
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
た
人
（
年
齢
、
性
別
を
問
わ

な
い
）

願
書
提
出
　
つ
ぎ
の
期
間
に
応
募
す

る
学
校
へ

ω
定
時
制
　
二
月
一
日
困
～
二
月
七

日
困
（
正
午
ま
で
）

ω
通
信
制
　
二
月
二
十
日
図
～
四
月

十
日
㈹

学
力
検
査
（
定
時
制
課
程
だ
け
）

ゆずりま

す
・
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

　
　
◆
1
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分
　
　
（
希
望
者
は
市
役
所
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
　
ず
　
　
り
　
ま
　
す

ゆ
ず
　
っ
　
て
く
だ
さ
い

品
　
　
　
名

規
格

希
望
価
格

品
　
　
名

規
格

希
望
価
格

ブ
ラ
ザ
i
編
機

中
　
　
古

五
方
円

エ
レ
ク
ト
ー
ン

中
　
　
古

一
万
円

ホ
ー
ロ
ー
バ
ス

（
τ
五
人
用
）

〃

四
万
円

焼
物
陳
列
棚

〃

相
談
で

ス
キ
ー
グ
ツ

ラ
ン
ゲ
デ
ビ
ル
）

〃

三
万
円

ピ
　
　
ア
　
　
ノ

〃

＋
万
円

エ
レ
キ
ギ
タ
ー

〃

一
万
五
千
円

電
気
ミ
シ
ン

〃

相
談
で

　
　
官
　
　
m

（
か
ご
付
）

一
歳
位

二
万
円

謄
写
板
一
式

〃

相
談
で

ホ
占
ー
バ
ス
一
式

中
　
　
古

三
万
五
千
円

鳥
か
ご
角
型
50
㎝
×
4
0
㎝

相
談
で

ス
キ
ー
グ
ツ

（
ア
ス
ト
ロ
ダ
ッ
ツ
）

25

㎝

一
万
円

女
子
自
転
車

（
小
四
）

20
刊
．
中
古

五
千
円

ス
キ
ー
グ
ツ

（
ラ
ン
グ
デ
ビ
ル
）

25

㎝

一
万
円

ル
ー
ム
ラ
ン
ナ
i

日
本
ヘ
ル
ス

二
万
円

刺
繍
ミ
シ
ン
中
　
　
古

相
談
で

　
昭
和
五
十
四
年
三
月
十
六
目
囲

国
語
、
数
学
、
英
語
、
社
会
、
理
科

に
つ
い
て
全
目
制
と
同
時
に
実
施
．

問
い
合
わ
せ

出
願
手
続
　
出
身
中
学
校

学
習
内
容
等
　
出
願
す
る
高
等
学
校

そ
の
他
　
詳
細
は
、
県
教
育
庁
高
等

学
校
教
育
課
（
〒
九
五
一
　
新
潟
市

一
番
掘
通
町
五
九
二
四
　
8
0
二
五
二

二
三
ー
五
五
一
一
番
内
線
三
六
六
四
、

三
六
六
五
）
ま
で
。

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
二
月
二
日
囲
　
午
前
九
時
～
午

後
一
時
ま
で
　
上
町
の
一
部
、
上
原
、

八
幡
、
塚
田
、
五
軒
新
田
、
太
子
堂

の
一
部
。

…
．
2
月
の
休
日
救
急
医
　
…

㎜
4
日
　
大
島
医
院
（
川
原
町
）
　
㎜

一
　
　
　
　
奮
2
の
2
9
5
7
番
…

…
n
目
　
山
ロ
医
院
（
ド
条
中
央
通
）
皿

｝
（
建
国
記
念
の
日
）
誉
の
2
・
0
3
番
…

…
12
日
　
十
日
町
病
院
（
高
田
町
二
南
）
㎜

｝
　
　
　
　
餐
7
の
5
5
6
6
番
一

…
1
8
日
　
至
誠
堂
医
院
（
西
浦
東
）
　
…

…
　
　
　
　
奮
2
の
3
2
7
6
番
…

㎜
2
5
日
　
池
田
医
院
（
本
町
酉
）
　
…

一
　
　
　
　
奮
2
の
2
5
8
1
番
一

事
業
名

期
　
目

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
考

育
児
学
級
並

び
に
4
ヵ
月

児
　
検
　
診

2
月
7
日

　
（
水
）

午
後
－
時

～
－
時
半

＋
日
町
公
民
館

3
，
ト
O
i

5
｛
　
－
F
・

生
れ
の
入

域全

いと「た
／
＼

げ
、
・いおはたかの月

虫ヨ

該もてくなが知通人個

1
歳
6
ヵ
月

児
　
検
　
診

2
月
9
日

　
（
金
）

午
後
－
時

～
2
　
寺

　
　
　
日
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

52
年
8
月

生
れ
の
人

3
歳
児
検
診

2
月
14
日

　
（
水
）

午
後
－
時

～
　
2
　
寺

　
　
　
日
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

50
年
8
月

生
れ
の
人

育
児
相
談

2
月
2
1
日

　
（
水
）

午
後
1
時
半

～
3
時
半

＋
日
町
公
民
館

53
年
4
月

～
6
月
生

れ
の
人

十
旧
町
・

川
治
・
六

箇
・
大
井

田
・
新
座

地
区

お子さんの歯は大丈夫！？

1病因1

”　　　　　　　　　　社
家庭環境　　　　　　会

陣
　　　　　食事　　環
　　　　　　　　　　境

口

腔　細菌　ムシ　　歯
清　　↓　　　　一質

掃歯垢　鐘ノ

1こ欄粛歯が1

　吻むし歯び）子

　　　〈三歳児〉

ll）

％gooα

く一歳六ヵ月児〉

20
91）

80（！l）

　　1予防1一正しい育児の姿勢から一

①妊娠中のお母さんの栄養が大切。バランスのとれた

　食事を。

②できるだけ母乳で育てる。

③歯のはえ始めにはガーゼ等でふいてやる。1歳半頃

　には歯ブラシに馴れさせる。

④1歳になったら早目に哺乳ビンの使用をやめる。

⑤おやつは時間を決めて与える。

　
　
詑離

　
　
赫

2／25
　　口40号口

編集発行／十日町市役所（電話（代）7－3111）往1月25日（1部6円）

○
：

－
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

　
　
　
　
1
新
潟
県
交
通
災
害
共
済

　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
し
込
み
は
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
1

　
恐
ろ
し
い
交
通
事
故
は
、
ど
ん
な
に
注
意
し
て
も
、
い
つ
ど
こ
で
、
あ
な
た

や
ご
家
族
の
身
に
ふ
り
か
か
っ
て
く
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
万
日
の
事
故
に
備

え
て
、
一
日
囎
円
の
安
い
掛
金
で
、
お
互
い
が
助
け
合
う
た
め
の
交
通
災
害
共

済
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
た
だ
い
ま
昭
和
五
十
四
年
度
の
加
入
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
い

ま
老
人
や
子
供
の
事
故
が
ふ
え
て
い
ま
す
。
家
族
全
員
で
加
入
さ
れ
ま
す
よ
う
、

お
す
す
め
し
ま
す
。

会
員
の
資
格
　
市
内
に
住
所
の
あ
る

か
た
は
、
年
齢
に
制
限
な
く
ど
な
た
で

も
加
入
で
き
ま
す
．
そ
の
後
、
市
外

に
住
所
を
移
し
て
も
、
そ
の
資
格
は

失
わ
れ
ま
せ
ん
。

飲酒運転による交通事故は
見舞金が支払われません。

轟
乙

　
　
　
　
　
〃

。
黛
◎

　
　
　
　
　
　
箆

　
　
　
卍

　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
（

会
費
（
掛
金
）
一
人
年
額
三
百
五
十

円
．
大
人
も
子
供
も
同
額
て
＼
　
一
人

一
口
の
み
、
四
月
一
目
以
後
に
加
入

す
る
場
合
も
同
額
で
す
．

共
済
期
間
　
毎
年
四
月
一
目
か
ら
翌

年
の
三
月
三
十
一
目
ま
で
で
す
が
、

四
月
一
目
以
後
に
中
途
加
入
し
た
場

合
は
、
会
費
納
入
目
の
翌
目
か
ら
三

月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

加
入
申
し
込
み
期
間
　
昭
和
五
十
四

年
三
月
一
日
か
ら
い
つ
で
も
受
付
け

ま
す
が
、
共
済
期
間
を
四
月
一
日
か

ら
有
効
と
す
る
た
め
に
、
三
月
三
十

一
目
ま
で
に
申
し
込
み
書
と
一
諸
に

会
費
を
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

加
入
申
し
込
み
方
法
は

　
市
役
所
で
加
入
申
し
込
み
書
を
作

：
O

成
し
、
嘱
託
員
に
配
布
し
て
あ
り
ま

す
の
で
、
加
入
申
し
込
み
書
を
受
け

と
り
、
転
出
、
死
亡
等
は
削
除
し
、

出
生
、
転
入
等
は
、
追
加
記
入
し
て

申
し
込
み
書
に
会
費
を
添
え
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

加
入
申
し
込
み
先
（
会
費
払
込
み
）

○
嘱
託
員
（
隣
組
長
等
）
が
取
り
ま

と
め
る
町
内
は
嘱
託
員
へ
。

○
取
n
ま
と
め
し
な
い
町
内
は
、
直

接
市
役
所
（
環
境
課
交
通
安
全
係
）

か
市
農
協
各
支
所
ま
た
は
、
市
内
各
金

融
機
関
へ
。
（
労
金
は
除
く
）

会
員
証
の
交
付
　
会
費
領
収
事
務
手

続
き
が
済
み
し
だ
い
会
員
証
を
作
成

し
、
各
町
内
の
嘱
託
員
を
通
じ
、
五

月
頃
お
届
け
し
ま
す
。

見
舞
金
の
請
求
手
続
　
書
類
は
市
役

所
に
あ
り
ま
す
。
手
続
上
の
説
明
を

い
た
し
ま
す
の
で
、
会
員
証
を
持
参

の
う
え
、
市
役
所
環
境
課
交
通
安
全

係
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

見
舞
金
の
請
求
期
間
　
事
故
の
あ
っ

た
日
か
ら
一
年
以
内
。

見
舞
金
の
額
　
昭
和
五
十
四
年
度
よ

り
引
上
げ
ら
れ
、
死
亡
の
場
合
の
百

万
円
を
最
高
に
、
治
療
の
程
度
に
よ

り
九
等
級
の
二
万
円
ま
で
あ
り
ま
す
。

（
詳
し
く
は
一
諸
に
お
配
り
し
た
チ

ラ
シ
を
．
こ
覧
く
だ
さ
い
）

見
舞
金
の
支
給
対
象

と
な
る
交
通
事
故
1

ω
歩
い
て
い
て
車
に
は
ね
ら
れ
た
り

ひ
か
れ
た
り
し
た
事
故
。

回
自
動
車
、
バ
イ
ク
、
自
転
車
、
耕

う
ん
機
、
汽
車
、
電
車
等
の
運
行
中

の
人
身
事
故
。

⑲
い
わ
ゆ
る
交
通
事
故
に
よ
っ
て
死

亡
、
傷
害
を
受
け
た
場
合
で
、
目
本

国
内
に
お
け
る
事
故
。
※
航
空
機
や

船
舶
の
事
故
は
、
対
象
外
で
す

見
舞
金
が
支
払
わ
れ
な
い
場
合

ω
無
免
許
ま
た
は
飲
酒
（
酒
気
お
び
）

運
転
に
よ
る
運
転
者
及
び
同
乗
者
。

＠
加
入
者
ま
た
は
見
舞
金
受
取
人
に

な
る
人
の
故
意
ま
た
は
重
大
な
過
失

に
よ
る
場
合
。

⑲
天
災
地
変
に
起
因
す
る
場
合
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ω
事
故
に
あ
っ
た
目
か
ら
一
年
を
経

過
し
た
場
合
。

困
事
故
で
治
療
し
た
日
が
七
日
未
満

の
場
合
。
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若者の城

勤労青少年ホームヘ

　　（費7－8918鳴i88）

轟＞一

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
は
、
働
く
若
人
が
余
暇
を
楽
し
く
有
意
義
に
す
ご

し
て
い
た
だ
く
た
め
の
憩
い
と
教
養
の
広
場
で
す
。
今
、
若
者
が
最
も
生

き
が
い
を
感
じ
る
の
は
友
人
や
仲
間
と
活
動
し
て
い
る
と
き
だ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
仲
間
づ
く
り
に
最
適
の
場
と
し
て
、
グ
ル
ー
プ
活
動
の
根
城

と
し
て
ホ
ー
ム
を
利
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　
ホ
ー
ム
で
は
、
ク
ラ
ブ
活
動
や
教
養
講
座
、
レ
ジ
ャ
ー
や
ス
ポ
ー
ツ
に
と

利
用
者
が
主
体
と
な
っ
た
た
く
さ
ん
の
行
事
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
青
春
を
も
て
あ
ま
し
て
い
る
あ
な
た
、
青
春
に
満
足
し
て
い
な
い
あ
な

た
、
ホ
ー
ム
の
門
を
く
ぐ
っ
て
み
よ
う
。
す
ば
ら
し
い
仲
間
と
の
で
あ
い

が
待
っ
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
を
利
用
す
る
に
は

o
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
は
、
市
内
に

働
く
二
十
五
歳
以
下
の
か
た
な
ら
誰
で

も
利
用
で
き
ま
す
。
（
二
十
五
歳
を

こ
え
て
も
二
十
九
歳
ま
で
の
か
た
は
引

き
続
き
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
〉

○
ホ
ー
ム
の
利
用
者
は
登
録
制
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
簡
単
な
手
続
き
を

し
て
利
用
証
の
交
付
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

○
ホ
ー
ム
の
利
用
は
無
料
で
す
が
、

講
座
を
受
講
す
る
場
合
に
は
、
材
料

費
程
度
の
受
講
料
が
必
要
で
す
。

講
座
名

コ
ー
ス
（
予
定
）

募
集
入
員

流
派

開
講
期
間
（
第
一
期
）

花
　
　
道

第
一
、
第
三
木
曜
日

二
十
名

草
月
流

四
月
か
ら
九
月

花
　
　
道

第
二
、
第
四
木
曜
日

二
十
名

〃

〃

茶
・
　
道

毎
週
月
曜
日
十
五
名

宗
偏
流

〃

料
　
　
理

毎
週
水
曜
日
二
十
名

〃

着
物
着
付

毎
週
火
曜
日
十
五
名

長
沼
式

四
月
か
ら
六
月

着
物
着
付

毎
週
金
曜
日
十
五
名

〃

〃

も

　趣味のあった仲間とする

クラブ活動は楽しいもので

す。現在、8のクラブがあ

ります。新しいクラブを作

るのも自由です。

　講座は、4月から9月までを第1期・10月

から翌年3月までを第2期として開講してい

ます。着物着付は3ヵ月を1期とし本科と専

攻科に分けています。申し込みは3月末まで

にお願いします。

バレーボールクラブ 毎週月曜日

卓　　　球　〃 〃火曜日

ギ　　タ　ー　〃 〃火、金曜日

無　　　線　〃 〃水曜日

社交ダンス　” ”水曜日

将　　　棋　〃 〃水曜日

茶　　　道　〃 ”木曜日

ハイキング　〃 新設予定

　手工芸、七宝焼、社交ダンス、フォークダ

ンス、民踊、ギター等の講座、映写会、講演

会、研修会など随時行っています。

　
利
用
の
手
び
き

　
開
館
時
間
、
休
館
日

o
開
館
時
間
…
平
日
は
午
後
一
時
か

ら
午
後
九
時
ま
で
、
土
曜
日
は
午
前

十
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
。

○
休
館
日
…
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末

年
始
の
休
日
。

　
施
設
、
設
備

　
講
習
室
、
運
動
場
、
娯
楽
室
、
和

室
、
料
理
室
、
図
書
室
、
軽
食
喫
茶

コ
ー
ナ
ー
、
更
衣
室
、
シ
ャ
ワ
ー
室
、

冷
暖
房
完
備
、
駐
車
場
三
十
台
分
。

　
用
具

　
卓
球
台
四
面
、
キ
ャ
ン
プ
用
天
幕

十
一
組
、
ア
ー
チ
ェ
リ
！
、
ビ
リ
ヤ

ー
ド
、
オ
セ
・
ゲ
ー
ム
、
囲
碁
、
将

棋
、
写
真
用
具
、
ス
テ
レ
オ
、
ギ
タ

ー
、
レ
コ
ー
ド
、
映
写
機
、
図
書
な

ど
・
こ
れ
ら
の
用
具
は
自
由
に
利
用

で
き
ま
す
。
貸
出
し
可
能
な
も
の
は

貸
出
し
も
し
て
い
ま
す
。
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福
島
　
さ
ん

全
国
最
優
秀
賞
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
四
十
三
年
か
ら
一
貫
し
て
養
蚕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
手
が
け
、
徹
底
し
た
合
理
化
と
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
力
化
し
た
経
営
を
は
か
り
、
現
在
、
県
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
大
規
模
の
七
診
の
桑
園
と
、
生
繭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
量
五
ト
ン
の
経
営
を
め
ざ
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
過
程
を
「
豪
雪
地
に
お
い
て
省
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
規
模
養
蚕
に
取
り
組
ん
で
」
と
題

　
農
林
水
産
省
主
催
の
　
第
二
十
三

回
全
国
蚕
業
青
年
養
蚕
婦
人
体
験
発

表
大
会
が
、
今
月
七
日
、
八
目
に
農

林
水
産
省
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
珠
川

の
福
島
至
さ
ん
（
二
十
八
）
が
、
輝

や
く
全
国
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
福
島
さ
ん
は
、
高
校
を
卒
業
し
た

‘‘マ＾一じん　硬）

鶉萄囎φ診ぜ腕
3月17日（土）午後備3・分～4時3・分

会場十Eヨ町市民会館ホール

　
　
　
宴

　
　
　
　
　
　

部
　
　
　
　
部
　
　
部

壌
　
　
　
　
　
2
　
　
3

第
　
　
　
　
第
　
　
第

し
て
発
表
し
た
も
の
で
す
。

　
福
島
さ
ん
は
「
農
業
は
自
由
で
い

い
．
養
蚕
の
前
途
は
以
前
は
明
か
る

く
な
か
っ
た
が
、
現
在
は
価
格
の
面

か
ら
も
期
待
で
き
る
作
目
だ
」
と
語

っ
て
い
ま
し
た
。
今
後
の
一
層
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉

入場無料です。

十9町市教育委興会・十田町密公毘館（繋7－5011

　
　
　
四
月
か
ら
国
民
年
金
の

噺
険
料
が
月
額
三
千
三
百

険
円
に
な
り
ま
す
。
付
加
保

保
険
料
は
い
ま
ま
で
ど
お
り

金
万
月
四
百
円
と
す
え
置

年民
で
す
か
ら
、
付
加
綾
料
を

国
納
め
て
い
る
人
は
一
ヵ
月

丁
ギ
七
百
円
と
な
呈
す
・

　
国
民
年
金
は
五
十
一
年
度

　
　
の
法
改
正
と
そ
の
後
の
物

　
価
ス
ラ
イ
ド
に
よ
り
、
夫

婦
が
共
に
付
加
保
険
料
に
加
入
し
て

二
十
五
年
間
納
め
た
場
合
、
年
額
百

三
万
二
百
円
（
月
額
八
万
五
千
八
百

五
十
円
）
の
年
金
が
支
給
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
給
付
費
用

の
三
分
の
一
を
国
庫
が
負
担
し
な
が

ら
、
物
価
の
上
昇
に
く
ら
べ
て
目
減

り
し
な
い
よ
う
に
引
き
あ
げ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
ふ
え
た
給
付
費
に
充
当

さ
せ
、
財
源
を
補
て
ん
さ
せ
る
た
め

に
保
険
料
の
引
き
あ
げ
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
鳴
）

寄
付
あ
り
が
と
う

ら
す

・
円
で
餓
湧

肋
⑳
　
、
・
も
。

4
3
　
　
　
‘

　
砺

国
ひ・

）

グ
■漸

社
会
福
祉
事
業
へ

　
▼
矢
口
義
紀
（
昭
和
町
一
）
十
万

円
（
香
典
返
し
）
　
▼
大
久
保
正
孝

（
新
座
第
四
）
十
万
円
（
香
典
返
し
）

▼
村
山
清
治
（
為
永
）
三
万
円
（
香

典
返
し
）
　
▼
大
津
テ
ル
（
魚
之
田

川
）
五
万
円
（
香
典
返
し
）
　
▼
大

島
慶
治
（
寿
町
四
）
五
万
円
（
香
典

返
し
）
　
▼
内
藤
直
義
（
控
木
）
千

円
　
▼
高
新
織
物
㈱
親
睦
会
　
一
万

二
千
三
百
円
　
▼
県
米
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
　
七
千
五
百
八
十
三
円
　
▼

ス
ナ
ッ
ク
長
助
　
四
千
七
百
九
十
九

円
　
▼
渡
辺
功
治
（
河
内
町
）
五
百

八
十
五
円

歳
末
た
す
け
あ
い

　
▼
庭
野
カ
ヨ
（
五
軒
新
田
）
一
万

円
　
▼
高
金
織
物
高
友
会
　
七
千
五

百
十
七
円
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十
高
定
時
制
　
五
千

八
百
五
円
　
▼
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工
会
（
十
目
町
水

道
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業
）
五
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七
十
三
円
　
▼

十
日
町
病
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職
員
一
同
　
一
万
八
千

十
一
円
　
▼
庭
野
目
敬
（
東
京
）
二

十
万
円
　
▼
十
日
町
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
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ニ
万
七
千
七
百
六
十
九
円

▼
十
日
町
地
区
同
盟
青
年
婦
人
会
議

五
万
四
千
三
百
七
十
八
円
　
▼
十
日

町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
　
三
万
九
千

九
百
五
十
二
円
　
▼
上
越
ヤ
ク
ル
ト

販
売
㈱
　
二
万
円
　
▼
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
十
目
町
一
団
三
万
三
千
九
百

七
十
七
円
　
▼
村
山
ハ
ル
（
大
黒
沢
）

二
千
円
　
▼
常
角
熊
吉
（
魚
之
田
川
）

五
千
円
　
▼
佐
藤
　
実
　
三
千
五
百

円
　
▼
全
繊
同
盟
十
日
町
繊
労
　
三

万
三
千
八
十
二
円
　
▼
春
川
（
新
座
）

五
千
円
　
▼
真
浄
院
　
三
万
三
千
三

百
七
十
八
円
　
▼
十
日
町
繊
労
睦
支

部
一
万
九
千
七
百
十
九
円
▼
匿

名
二
件
　
一
万
千
∫
百
七
十
五
円

雪
の
造
形
写
真
を
寄
贈

　
雪
ま
つ
り
の
生
み
の
親
で
あ
り
、

雪
博
士
の
高
橋
喜
平
さ
ん
の
「
雪
の

造
形
写
真
展
」
が
二
月
十
日
、
十
一

目
に
開
か
れ
多
く
の
参
観
者
が
あ
り

ま
し
た
。
高
橋
さ
ん
は
、
こ
の
時
展

示
し
た
写
真
三
十
枚
を
、
多
、
の
ま
ま

今
春
開
館
さ
れ
る
十
日
町
市
博
物
館

に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

／



ー
臥
価
O
、

昭和54年2月25日”lll”1”1”il””llll””1川lllII”1”1”lmlllllIIIll“”“1”Ill”ll川1””“1””とおガ』薩3お虹5世駈lml川””“II”“Ill“／2

若者の城

勤労青少年ホームヘ

　　（費7－8918鳴i88）

轟＞一

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
は
、
働
く
若
人
が
余
暇
を
楽
し
く
有
意
義
に
す
ご

し
て
い
た
だ
く
た
め
の
憩
い
と
教
養
の
広
場
で
す
。
今
、
若
者
が
最
も
生

き
が
い
を
感
じ
る
の
は
友
人
や
仲
間
と
活
動
し
て
い
る
と
き
だ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
仲
間
づ
く
り
に
最
適
の
場
と
し
て
、
グ
ル
ー
プ
活
動
の
根
城

と
し
て
ホ
ー
ム
を
利
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　
ホ
ー
ム
で
は
、
ク
ラ
ブ
活
動
や
教
養
講
座
、
レ
ジ
ャ
ー
や
ス
ポ
ー
ツ
に
と

利
用
者
が
主
体
と
な
っ
た
た
く
さ
ん
の
行
事
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
青
春
を
も
て
あ
ま
し
て
い
る
あ
な
た
、
青
春
に
満
足
し
て
い
な
い
あ
な

た
、
ホ
ー
ム
の
門
を
く
ぐ
っ
て
み
よ
う
。
す
ば
ら
し
い
仲
間
と
の
で
あ
い

が
待
っ
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
を
利
用
す
る
に
は

o
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
は
、
市
内
に

働
く
二
十
五
歳
以
下
の
か
た
な
ら
誰
で

も
利
用
で
き
ま
す
。
（
二
十
五
歳
を

こ
え
て
も
二
十
九
歳
ま
で
の
か
た
は
引

き
続
き
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
〉

○
ホ
ー
ム
の
利
用
者
は
登
録
制
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
簡
単
な
手
続
き
を

し
て
利
用
証
の
交
付
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

○
ホ
ー
ム
の
利
用
は
無
料
で
す
が
、

講
座
を
受
講
す
る
場
合
に
は
、
材
料

費
程
度
の
受
講
料
が
必
要
で
す
。

講
座
名

コ
ー
ス
（
予
定
）

募
集
入
員

流
派

開
講
期
間
（
第
一
期
）

花
　
　
道

第
一
、
第
三
木
曜
日

二
十
名

草
月
流

四
月
か
ら
九
月

花
　
　
道

第
二
、
第
四
木
曜
日

二
十
名

〃

〃

茶
・
　
道

毎
週
月
曜
日
十
五
名

宗
偏
流

〃

料
　
　
理

毎
週
水
曜
日
二
十
名

〃

着
物
着
付

毎
週
火
曜
日
十
五
名

長
沼
式

四
月
か
ら
六
月

着
物
着
付

毎
週
金
曜
日
十
五
名

〃

〃

も

　趣味のあった仲間とする

クラブ活動は楽しいもので

す。現在、8のクラブがあ

ります。新しいクラブを作

るのも自由です。

　講座は、4月から9月までを第1期・10月

から翌年3月までを第2期として開講してい

ます。着物着付は3ヵ月を1期とし本科と専

攻科に分けています。申し込みは3月末まで

にお願いします。
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ギ　　タ　ー　〃 〃火、金曜日

無　　　線　〃 〃水曜日

社交ダンス　” ”水曜日

将　　　棋　〃 〃水曜日

茶　　　道　〃 ”木曜日

ハイキング　〃 新設予定

　手工芸、七宝焼、社交ダンス、フォークダ

ンス、民踊、ギター等の講座、映写会、講演

会、研修会など随時行っています。

　
利
用
の
手
び
き

　
開
館
時
間
、
休
館
日

o
開
館
時
間
…
平
日
は
午
後
一
時
か

ら
午
後
九
時
ま
で
、
土
曜
日
は
午
前

十
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
。

○
休
館
日
…
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末

年
始
の
休
日
。

　
施
設
、
設
備

　
講
習
室
、
運
動
場
、
娯
楽
室
、
和

室
、
料
理
室
、
図
書
室
、
軽
食
喫
茶

コ
ー
ナ
ー
、
更
衣
室
、
シ
ャ
ワ
ー
室
、

冷
暖
房
完
備
、
駐
車
場
三
十
台
分
。

　
用
具

　
卓
球
台
四
面
、
キ
ャ
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プ
用
天
幕

十
一
組
、
ア
ー
チ
ェ
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！
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・
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、
囲
碁
、
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、
写
真
用
具
、
ス
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、
ギ
タ
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、
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コ
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ド
、
映
写
機
、
図
書
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ど
・
こ
れ
ら
の
用
具
は
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由
に
利
用

で
き
ま
す
。
貸
出
し
可
能
な
も
の
は

貸
出
し
も
し
て
い
ま
す
。
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の
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が
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三
千
三
百

険
円
に
な
り
ま
す
。
付
加
保

保
険
料
は
い
ま
ま
で
ど
お
り

金
万
月
四
百
円
と
す
え
置

年民
で
す
か
ら
、
付
加
綾
料
を

国
納
め
て
い
る
人
は
一
ヵ
月

丁
ギ
七
百
円
と
な
呈
す
・

　
国
民
年
金
は
五
十
一
年
度

　
　
の
法
改
正
と
そ
の
後
の
物

　
価
ス
ラ
イ
ド
に
よ
り
、
夫

婦
が
共
に
付
加
保
険
料
に
加
入
し
て

二
十
五
年
間
納
め
た
場
合
、
年
額
百

三
万
二
百
円
（
月
額
八
万
五
千
八
百

五
十
円
）
の
年
金
が
支
給
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
給
付
費
用

の
三
分
の
一
を
国
庫
が
負
担
し
な
が

ら
、
物
価
の
上
昇
に
く
ら
べ
て
目
減

り
し
な
い
よ
う
に
引
き
あ
げ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
ふ
え
た
給
付
費
に
充
当

さ
せ
、
財
源
を
補
て
ん
さ
せ
る
た
め

に
保
険
料
の
引
き
あ
げ
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
鳴
）

寄
付
あ
り
が
と
う

ら
す

・
円
で
餓
湧

肋
⑳
　
、
・
も
。

4
3
　
　
　
‘

　
砺

国
ひ・

）

グ
■漸

社
会
福
祉
事
業
へ

　
▼
矢
口
義
紀
（
昭
和
町
一
）
十
万

円
（
香
典
返
し
）
　
▼
大
久
保
正
孝

（
新
座
第
四
）
十
万
円
（
香
典
返
し
）

▼
村
山
清
治
（
為
永
）
三
万
円
（
香

典
返
し
）
　
▼
大
津
テ
ル
（
魚
之
田

川
）
五
万
円
（
香
典
返
し
）
　
▼
大

島
慶
治
（
寿
町
四
）
五
万
円
（
香
典

返
し
）
　
▼
内
藤
直
義
（
控
木
）
千

円
　
▼
高
新
織
物
㈱
親
睦
会
　
一
万

二
千
三
百
円
　
▼
県
米
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
　
七
千
五
百
八
十
三
円
　
▼

ス
ナ
ッ
ク
長
助
　
四
千
七
百
九
十
九

円
　
▼
渡
辺
功
治
（
河
内
町
）
五
百

八
十
五
円

歳
末
た
す
け
あ
い

　
▼
庭
野
カ
ヨ
（
五
軒
新
田
）
一
万

円
　
▼
高
金
織
物
高
友
会
　
七
千
五

百
十
七
円
　
▼
十
高
定
時
制
　
五
千

八
百
五
円
　
▼
水
工
会
（
十
目
町
水

道
工
業
）
五
千
六
百
七
十
三
円
　
▼

十
日
町
病
院
職
員
一
同
　
一
万
八
千

十
一
円
　
▼
庭
野
目
敬
（
東
京
）
二

十
万
円
　
▼
十
日
町
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
　
ニ
万
七
千
七
百
六
十
九
円

▼
十
日
町
地
区
同
盟
青
年
婦
人
会
議

五
万
四
千
三
百
七
十
八
円
　
▼
十
日

町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
　
三
万
九
千

九
百
五
十
二
円
　
▼
上
越
ヤ
ク
ル
ト

販
売
㈱
　
二
万
円
　
▼
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
十
目
町
一
団
三
万
三
千
九
百

七
十
七
円
　
▼
村
山
ハ
ル
（
大
黒
沢
）

二
千
円
　
▼
常
角
熊
吉
（
魚
之
田
川
）

五
千
円
　
▼
佐
藤
　
実
　
三
千
五
百

円
　
▼
全
繊
同
盟
十
日
町
繊
労
　
三

万
三
千
八
十
二
円
　
▼
春
川
（
新
座
）

五
千
円
　
▼
真
浄
院
　
三
万
三
千
三

百
七
十
八
円
　
▼
十
日
町
繊
労
睦
支

部
一
万
九
千
七
百
十
九
円
▼
匿

名
二
件
　
一
万
千
∫
百
七
十
五
円

雪
の
造
形
写
真
を
寄
贈

　
雪
ま
つ
り
の
生
み
の
親
で
あ
り
、

雪
博
士
の
高
橋
喜
平
さ
ん
の
「
雪
の

造
形
写
真
展
」
が
二
月
十
日
、
十
一

目
に
開
か
れ
多
く
の
参
観
者
が
あ
り

ま
し
た
。
高
橋
さ
ん
は
、
こ
の
時
展

示
し
た
写
真
三
十
枚
を
、
多
、
の
ま
ま

今
春
開
館
さ
れ
る
十
日
町
市
博
物
館

に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

／
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固
定
資
産
課
税
台
帳
の

　
　
縦
覧
期
間
変
更
の
お
知
ら
せ

　
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
は
、

例
年
三
月
中
に
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

昭
和
五
十
四
年
度
に
つ
い
て
は
特
別

に
、
四
月
九
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で

の
間
、
市
役
所
税
務
課
で
行
い
ま
す
．

（
時
間
は
午
前
八
時
半
か
ら
午
後
五

時
ま
で
。
土
曜
日
は
正
午
ま
で
．
日

曜
、
祭
日
は
休
み
で
す
）

　
こ
れ
に
伴
い
固
定
資
産
税
の
納
期

は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。

　
第
一
期
五
月
、
第
二
期
七
月
、
第

三
期
九
月
、
第
四
期
十
一
月
。

　
な
お
、
登
録
事
項
等
に
つ
い
て
不

服
申
し
立
て
が
で
き
る
の
は
、
つ
ぎ

に
該
当
す
る
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◎
昭
和
五
十
三
年
中
に
土
地
の
地
目

変
更
等
が
あ
っ
た
場
合
。

◎
昭
和
五
十
三
年
中
に
家
屋
の
新
増

改
築
、
取
り
こ
わ
し
の
あ
っ
た
場
合
。

◎
昭
和
五
十
四
年
度
分
と
し
て
価
格

が
決
定
さ
れ
た
償
却
資
産
。

選
挙
泣
候
補
漏
出
蕃
続
毒
等

に
欄
饗
る
脱
明
会
を
棚
催

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
四
月

二
十
二
日
執
行
予
定
の
市
長
並
び
に

市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
立
候
補
予

定
者
に
対
す
る
、
立
候
補
届
出
手
続

　
す
－
説
螺
開
催
－
－
露

立
候
補
予
定
者
は
筆
記
用
具
を
魏

蕩
鱗
馨
藩

出
席
を
お
願
し
し
享
　
　
魏

日
時
　
三
月
十
七
日
団
　
午
後
一
時

場
所
　
市
役
所
四
階
　
大
会
議
室

　
「
二
十
歳
の
記
録
」

蝋
’
▽
1
糠嚢

　　　　　　　　　　　悔垂

…
悔

ζ煎

　糠
購
驚糠脚ウ♂

　　　　蕪棚橋が完成

　昨年11月かρ）架替工事が進められていた蕪

棚橋（六箇船坂地内）は、例年にない小雪の

ため予定より早くこのほど完成し、2月19日

現地で渡り初めが行われました。

　総工事費は790万円で、今までの木造の橋か

ド）、幅5規、長さ13．5彫の永久橋に生まれか

わったものです。

　
　
　
　
原
稿
募
集

▼
テ
ー
マ
　
何
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。

た
と
え
ば
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
は
い

か
が
で
し
ょ
う
。

◎
わ
た
し
の
青
春
　
◎
わ
た
し
の
仲

問
◎
職
場
で
考
え
る
こ
と
　
◎
わ

た
し
の
学
園
生
活
　
◎
わ
た
し
の
生

い
た
ち
　
◎
親
か
ら
学
ん
だ
こ
と

◎
郷
土
を
考
え
る
　
◎
初
め
て
選
挙

権
を
得
て
　
◎
わ
た
し
の
恋
愛
・
結

婚
観
　
◎
わ
た
し
の
訴
え
た
い
こ
と

◎
近
況
報
告
「
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
」

◎
詩
▼
字
数
　
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
五
枚

以
内
．
タ
テ
書
。
一
人
二
編
ま
で
。

▼
締
切
　
三
月
三
十
一
日
出

▼
宛
先
　
十
日
町
市
公
民
館
（
〒
九

四
八
　
十
日
町
市
学
校
町
　
3
七
－

五
〇
一
一
番
）

昭
和
五
十
三
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
の
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
の

財
政
事
情
を
公
表
し
ま
す
。

　　　　　　　　
会計別予算執行状況（単位万円）

昭
和
五
十
四
年
二
月
一
日

会計名 予算額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

一般会計 47，861 35，652
　　％
74．5 34，524

　　％
72．1

総合福祉セン

ター特別会計
1，524 1，450 95．1 973 63．9

と畜場事業

特別会計
9，803 2，498 25．5 1，446 14．8

計 59，188 39，600 66．9 36，943 62．4

組合債の状況（単位万円

十
日
町
地
域
広
城
事
務
組
合

管
理
者
十
日
町
市
長
春
日
由
三

目的（事業名） 金額

総合福祉セン

ター建設事業
3，914

と　畜　場

整備事業
7，616

消防庁舎消防

施設整備事業
12，094

計 23，624

産財
況
合
状
組
の

4．564㎡建物

110万円
金
　
債

　
社

基
　
公

施設所在

市町村よ

り借地

市町村別負担金状況
　　　　　　弾位万円）

土地

お
　　　ト日町市

　　　2億
　　　　3，821

　　　　5096

　　　中里村
　　　　4，884

　　　　10％
津南町

1億　　　　総

57繊　　4億

　22％　　7，51

ll西町

8，260

　18％

　
昭
和
五
十
三
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
の
十
日
町
市

榊
　
川
西
町
衛
生
施
設
組
合
の
財
政
事
情
を
公
表
し
ま
す
。

　
　
　
昭
和
煮
十
四
年
二
月
一
日

　
　
　
　
　
　
十
日
町
市
・
川
西
町
衛
生
施
設
組
合

　
　
　
　
　
　
　
管
理
者
十
日
町
市
長
春
日
由
一
一

　
　
　
診

　
　
　
　
ノ
ロ
ノ

　
況
7
5
7
3

　
状
纏

　
行
蝦

　
執
殿

ノ「
％73率行［執k

二
億
五
、
八
一
九
万
円

額済出支

二
億
六
、
五
二
〇
万
円

額済入収

三
億
五
、
四
四
一
万
円

額算予

組合債の状況

ごみ処理施設 1億6，304万円

し尿処理施設 2億2，735万円

清　　掃　　車 595万円

計 3億9，634万円

5）”Ill””1”1”Illlll”“”llと’お’，ガ夢36」切らぜ」阪1”1”1”1量1”111”1””1“””“”1“”1”””III”1“ll9””llll””1“i“II””1”昭和54年2月25日

（告示第8号）

　地方自治法第243条の3の規定に基づく
「十目町市財政事情の作成及び公表に関する

条例」の定めるところにより、昭和53年12月

31日現在の本市の財政事情を公表します。

　　　昭和54年2月1日
　　　　　　　　　　＋日町市長　春日由三

一般会計執行状況
0
〆
0

歳
出
　
六
六
億
四
、
五
四
一
万
円

昭和53年度一般会計予算

叢
入
六
穴
億
四
　
、
五
四
鱒

民生費　悩，08020％
肪交付税　18麟，磯鍛％

土木費　124，55919％

衛　　税　職鋳繍

教育費　111，49117％

総務費　72，13411％ 『
羅 繊釦磁，織覇

衛生費　47，3017％
甫　　嚢　癒駐，瓢臨 万

円公債費　44，3917％

農林水産業費認，1836％ 諸峡入　嬬磯蹴
鮫出金　訂，織6％

消防費　箆，8803％
その他　69，51910％ 　　　　8，8鱒　　玉％

そ　の　　　　40．η3　6％

（単位万円）

劉卯
明7率行

月
執L

四
七
億

八
、
三
〇
八
万
円

支
出
済
額

四
六
億

八
、
四
〇
六
万
円

収
入
済
額

六
六
億
四
、
五
〇
〇
万
円

＋
二
月
末
予
算

六
二
億
五
、
六
〇
〇
万
円

当
初
予
算

ゆ
　
常
　
毬

総額
65継　　　 物件費
5，141ノ川5瞳2・・008％

　　　　扶助費
　　　9億4，574

補助費等　　　15％　　参

6億7，736

10％　％ノ

訳内の税

麟灘膿雛勢翻蔭（単位万円

　韓嚇

市

市民会館

市庁舎

2億3，2髭6％

　3　　＝

税　　　　目 税　額 構成比 市民1人当り 1世帯当り

市　町　村　民　税 　万65，230円 42％ 12，974円 54，568円

固　定　資　産　税 64，907 42 12，910 54，297

軽　自　動　車　税 1，928 1 384 1，613

市町村たばこ消費税 10，904 7 2，167 9，121

電　　　気　　　税 5，611 4 1，116 4，694

木　材　引　取　税 14 0 3 12

都　市　計　画　税 5，892 4 1，172 4，929

特別土地保有税 62 0 13 52

計 154，548 100 30，739 129，286

．　竃　　　　劇　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　o

　　　　　　　　　　　　（単位万円）
土　　　地 14，330，784㎡ 会　　計　　名 予　　算　　額

国民健康保険 140，630
建　　　物 112，864㎡

診　　　療　　　所 2，239

基　　　金 24，469万円 簡　　易　水　　道 309184
下　　　水　　　道 64，603

積　立　金 32，688万円
計 237，656

　
6
9

錨
船
魏

祓
魂

（単位万円）

人件費

14重憲4，869

　　22％災害復旧費
　1億3・0田

　　2％

　その他
　2億966
　　　3％

維持補修費
　2億333
　　3％

　
　
　
　
　
1
3
％

　
　
　
　
　
3
鈎

　
　
　
　
　
B

　
　
　
　
育
億

　
　
　
　
教
聡

　
ノ
リ

　
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円

　
7
　
　
　
　
　
額
　
万

麟
戴
轡
耽
．

謄
瑞
　
　
携

そ
亀

　
　
　
生
9
5
％

　
　
　
民
｝
2

　
　
　
　
（
単
位
万
円
）

鰭購騰
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固
定
資
産
課
税
台
帳
の

　
　
縦
覧
期
間
変
更
の
お
知
ら
せ

　
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
は
、

例
年
三
月
中
に
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

昭
和
五
十
四
年
度
に
つ
い
て
は
特
別

に
、
四
月
九
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で

の
間
、
市
役
所
税
務
課
で
行
い
ま
す
．

（
時
間
は
午
前
八
時
半
か
ら
午
後
五

時
ま
で
。
土
曜
日
は
正
午
ま
で
．
日

曜
、
祭
日
は
休
み
で
す
）

　
こ
れ
に
伴
い
固
定
資
産
税
の
納
期

は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。

　
第
一
期
五
月
、
第
二
期
七
月
、
第

三
期
九
月
、
第
四
期
十
一
月
。

　
な
お
、
登
録
事
項
等
に
つ
い
て
不

服
申
し
立
て
が
で
き
る
の
は
、
つ
ぎ

に
該
当
す
る
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◎
昭
和
五
十
三
年
中
に
土
地
の
地
目

変
更
等
が
あ
っ
た
場
合
。

◎
昭
和
五
十
三
年
中
に
家
屋
の
新
増

改
築
、
取
り
こ
わ
し
の
あ
っ
た
場
合
。

◎
昭
和
五
十
四
年
度
分
と
し
て
価
格

が
決
定
さ
れ
た
償
却
資
産
。

選
挙
泣
候
補
漏
出
蕃
続
毒
等

に
欄
饗
る
脱
明
会
を
棚
催

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
四
月

二
十
二
日
執
行
予
定
の
市
長
並
び
に

市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
立
候
補
予

定
者
に
対
す
る
、
立
候
補
届
出
手
続

　
す
－
説
螺
開
催
－
－
露

立
候
補
予
定
者
は
筆
記
用
具
を
魏

蕩
鱗
馨
藩

出
席
を
お
願
し
し
享
　
　
魏

日
時
　
三
月
十
七
日
団
　
午
後
一
時

場
所
　
市
役
所
四
階
　
大
会
議
室

　
「
二
十
歳
の
記
録
」

蝋
’
▽
1
糠嚢

　　　　　　　　　　　悔垂

…
悔

ζ煎

　糠
購
驚糠脚ウ♂

　　　　蕪棚橋が完成

　昨年11月かρ）架替工事が進められていた蕪

棚橋（六箇船坂地内）は、例年にない小雪の

ため予定より早くこのほど完成し、2月19日

現地で渡り初めが行われました。

　総工事費は790万円で、今までの木造の橋か

ド）、幅5規、長さ13．5彫の永久橋に生まれか

わったものです。

　
　
　
　
原
稿
募
集

▼
テ
ー
マ
　
何
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。

た
と
え
ば
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
は
い

か
が
で
し
ょ
う
。

◎
わ
た
し
の
青
春
　
◎
わ
た
し
の
仲

問
◎
職
場
で
考
え
る
こ
と
　
◎
わ

た
し
の
学
園
生
活
　
◎
わ
た
し
の
生

い
た
ち
　
◎
親
か
ら
学
ん
だ
こ
と

◎
郷
土
を
考
え
る
　
◎
初
め
て
選
挙

権
を
得
て
　
◎
わ
た
し
の
恋
愛
・
結

婚
観
　
◎
わ
た
し
の
訴
え
た
い
こ
と

◎
近
況
報
告
「
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
」

◎
詩
▼
字
数
　
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
五
枚

以
内
．
タ
テ
書
。
一
人
二
編
ま
で
。

▼
締
切
　
三
月
三
十
一
日
出

▼
宛
先
　
十
日
町
市
公
民
館
（
〒
九

四
八
　
十
日
町
市
学
校
町
　
3
七
－

五
〇
一
一
番
）

昭
和
五
十
三
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
の
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
の

財
政
事
情
を
公
表
し
ま
す
。

　　　　　　　　
会計別予算執行状況（単位万円）

昭
和
五
十
四
年
二
月
一
日

会計名 予算額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

一般会計 47，861 35，652
　　％
74．5 34，524

　　％
72．1

総合福祉セン

ター特別会計
1，524 1，450 95．1 973 63．9

と畜場事業

特別会計
9，803 2，498 25．5 1，446 14．8

計 59，188 39，600 66．9 36，943 62．4

組合債の状況（単位万円

十
日
町
地
域
広
城
事
務
組
合

管
理
者
十
日
町
市
長
春
日
由
三

目的（事業名） 金額

総合福祉セン

ター建設事業
3，914

と　畜　場

整備事業
7，616

消防庁舎消防

施設整備事業
12，094

計 23，624

産財
況
合
状
組
の

4．564㎡建物

110万円
金
　
債

　
社

基
　
公

施設所在

市町村よ

り借地

市町村別負担金状況
　　　　　　弾位万円）

土地

お
　　　ト日町市

　　　2億
　　　　3，821

　　　　5096

　　　中里村
　　　　4，884

　　　　10％
津南町

1億　　　　総

57繊　　4億

　22％　　7，51

ll西町

8，260

　18％

　
昭
和
五
十
三
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
の
十
日
町
市

榊
　
川
西
町
衛
生
施
設
組
合
の
財
政
事
情
を
公
表
し
ま
す
。

　
　
　
昭
和
煮
十
四
年
二
月
一
日

　
　
　
　
　
　
十
日
町
市
・
川
西
町
衛
生
施
設
組
合

　
　
　
　
　
　
　
管
理
者
十
日
町
市
長
春
日
由
一
一

　
　
　
診

　
　
　
　
ノ
ロ
ノ

　
況
7
5
7
3

　
状
纏

　
行
蝦

　
執
殿

ノ「
％73率行［執k

二
億
五
、
八
一
九
万
円

額済出支

二
億
六
、
五
二
〇
万
円

額済入収

三
億
五
、
四
四
一
万
円

額算予

組合債の状況

ごみ処理施設 1億6，304万円

し尿処理施設 2億2，735万円

清　　掃　　車 595万円

計 3億9，634万円

5）”Ill””1”1”Illlll”“”llと’お’，ガ夢36」切らぜ」阪1”1”1”1量1”111”1””1“””“”1“”1”””III”1“ll9””llll””1“i“II””1”昭和54年2月25日

（告示第8号）

　地方自治法第243条の3の規定に基づく
「十目町市財政事情の作成及び公表に関する

条例」の定めるところにより、昭和53年12月

31日現在の本市の財政事情を公表します。

　　　昭和54年2月1日
　　　　　　　　　　＋日町市長　春日由三

一般会計執行状況
0
〆
0

歳
出
　
六
六
億
四
、
五
四
一
万
円

昭和53年度一般会計予算

叢
入
六
穴
億
四
　
、
五
四
鱒

民生費　悩，08020％
肪交付税　18麟，磯鍛％

土木費　124，55919％

衛　　税　職鋳繍

教育費　111，49117％

総務費　72，13411％ 『
羅 繊釦磁，織覇

衛生費　47，3017％
甫　　嚢　癒駐，瓢臨 万

円公債費　44，3917％

農林水産業費認，1836％ 諸峡入　嬬磯蹴
鮫出金　訂，織6％

消防費　箆，8803％
その他　69，51910％ 　　　　8，8鱒　　玉％

そ　の　　　　40．η3　6％

（単位万円）

劉卯
明7率行

月
執L

四
七
億

八
、
三
〇
八
万
円

支
出
済
額

四
六
億

八
、
四
〇
六
万
円

収
入
済
額

六
六
億
四
、
五
〇
〇
万
円

＋
二
月
末
予
算

六
二
億
五
、
六
〇
〇
万
円

当
初
予
算

ゆ
　
常
　
毬

総額
65継　　　 物件費
5，141ノ川5瞳2・・008％

　　　　扶助費
　　　9億4，574

補助費等　　　15％　　参

6億7，736

10％　％ノ

訳内の税

麟灘膿雛勢翻蔭（単位万円

　韓嚇

市

市民会館

市庁舎

2億3，2髭6％

　3　　＝

税　　　　目 税　額 構成比 市民1人当り 1世帯当り

市　町　村　民　税 　万65，230円 42％ 12，974円 54，568円

固　定　資　産　税 64，907 42 12，910 54，297

軽　自　動　車　税 1，928 1 384 1，613

市町村たばこ消費税 10，904 7 2，167 9，121

電　　　気　　　税 5，611 4 1，116 4，694

木　材　引　取　税 14 0 3 12

都　市　計　画　税 5，892 4 1，172 4，929

特別土地保有税 62 0 13 52

計 154，548 100 30，739 129，286

．　竃　　　　劇　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　o

　　　　　　　　　　　　（単位万円）
土　　　地 14，330，784㎡ 会　　計　　名 予　　算　　額

国民健康保険 140，630
建　　　物 112，864㎡

診　　　療　　　所 2，239

基　　　金 24，469万円 簡　　易　水　　道 309184
下　　　水　　　道 64，603

積　立　金 32，688万円
計 237，656

　
6
9

錨
船
魏

祓
魂

（単位万円）

人件費

14重憲4，869

　　22％災害復旧費
　1億3・0田

　　2％

　その他
　2億966
　　　3％

維持補修費
　2億333
　　3％

　
　
　
　
　
1
3
％

　
　
　
　
　
3
鈎

　
　
　
　
　
B

　
　
　
　
育
億

　
　
　
　
教
聡

　
ノ
リ

　
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円

　
7
　
　
　
　
　
額
　
万

麟
戴
轡
耽
．

謄
瑞
　
　
携

そ
亀

　
　
　
生
9
5
％

　
　
　
民
｝
2

　
　
　
　
（
単
位
万
円
）

鰭購騰



ー
q
筋
ミ

昭和54年2月25日””IlllIIlll”1“II””lll”llllIIll““”“lll川1”II”1”IIll”””ll“”ll“””””と畜ガ肇3お蛆5世駈ll”IIll””“ll”“II“16）

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
考

育
児
学
級
並

び
に
4
ヵ
月

児
検
診

3
月
7
日

　
（
水
）

午
後
－
時

～
－
時
半

＋
日
町
公
民
館

53
年
n
月

生
れ
の
人

域全

い七』だ／￥の月当該もてくなが知通人個

1
歳
6
ヵ
月

児
検
診

3
月
9
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
2
時

＋
日
町
公
民
館

52
年
9
月

生
れ
の
人

3
歳
児
検
診

3
月
14
日

　
（
水
）

午
後
－
時

～
2
時

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

50
年
9
月

生
れ
の
人

離
乳
食
実
習

並
び
に

育
児
相
談

3
月
2
3
日

　
（
金
）

午
後
－
時

～
2
時

＋
日
町
公
民
館

53

年
7
月

～
8
月
生

れ
の
人

量
日
　
　
・
川

塗
六
箇
夫

井
田
・
新
座

区

3
月
％
日

　
（
月
）

水
沢
出
張
所

生
後
12
カ

月
ま
で
の

人

水
沢
地
区

3
月
艀
日

　
（
火
）

中
条
公
民
館

中
条
地
区

3
月
兇
日

　
（
水
）

吉
田
出
張
所

吉
田
地
区

3
月
2
9
日

　
（
木
）

下
条
公
民
館

下
条
地
区

㎜
　
3
月
の
休
日
救
急
医

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

…
4
日
　
山
ロ
医
院
（
袋
町
中
）
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

…
　
　
　
　
　
奮
2
の
2
1
7
4
番
…

ガ
日
富
田
医
院
（
神
明
町
二

㎜
　
　
穿
の
3
2
6
9
蚤

皿
1
8
日
中
条
病
院
（
北
原
）
　
…

｝
　
　
サ
の
3
0
1
8
番

…
21
日
大
島
医
院
（
川
原
町
）
　
…

…
（
春
分
の
旦
　
　
盈
2
の
2
9
5
7
番
…

皿
2
5
日
　
山
ロ
医
院
（
ド
条
中
央
通
）
…

…
　
　
　
　
B
5
の
2
0
0
3
番

幡
田
町
　
▼
三
月
十
三
目
㈹
　
午
後

一
時
半
～
午
後
三
時
半
ま
で
　
高
田

町
四
丁
目
・
高
田
町
三
丁
目
西
．
春

日
町
一
丁
目
の
各
一
部

ゆずゆま

す
・
ゆ
す
つ
て
く
泥
窓
鋤

　
　
◆
藪
轟
欝
籔
畿
懇
纏
受
付
分
　
霧
獲
饗
は
報
舞
所
癒
簸
隷
擁
欝
叢
．
、

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
三
月
二
日
囲
　
午
前
八
時
半
～

午
後
一
時
ま
で
　
中
条
旭
町
．
中
町
．

下
町
・
島
・
峠
の
各
一
部
、
中
条
新

田
、
北
原
、
上
新
田
、
原
、
廿
日
城
、

下
条
栄
町
の
一
部
、
山
際
、
岩
野

▼
三
月
五
日
側
　
午
前
九
時
～
午
後

一
時
ま
で
　
川
治
上
町
の
一
部
、
中

村
、
山
谷
、
麻
畑
、
田
麦
、
ニ
ツ
屋
、

船
坂
、
池
沢
、
野
中
、
当
間
、
鍬
柄

沢
、
塩
ノ
又
　
▼
三
月
十
三
日
図

午
前
九
時
～
午
前
十
一
時
ま
で
　
八

　
昭
和
五
十
四
年
の
百
日
咳
、

ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風
三
種

混
合
一
期
の
二
回
目
と
二
期

の
予
防
接
種
を
左
表
の
日
程

で
実
施
し
ま
す
．

◎
該
当
者
　
　
一
期
：
・
昭
和

五
十
一
年
四
月
二
日
～
五
十

二
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
。
二
期
…
昭
和
四
十

九
年
十
月
一
日
～
五
十
一
年

四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
前

年
一
期
が
完
了
し
て
い
る
人
。

◎
接
種
方
法
　
一
期
…
約
一
ヵ
月
問

実
施
地
区
名

月
　
．
　
日

受
　
　
付
　
　
時
　
　
間

実
施
会
場

川
　
治
　
地
　
　
区

（
高
田
町
4
・
5
丁
目
を
除
く
）

六
　
箇
　
全
　
区

二
期
該
当
者
の
み

3
月
2
3
日
樹

午
後
1
時
40
分
～
2
時
30
分

川
治
公
民
館

ド
　
条
　
　
全
　
区

3
月
2
7
日
図

午
後
－
時
30
分
～
2
時

下
条
公
民
館

中
　
　
条
　
全
　
　
区

中
条
公
民
館

吉
　
田
　
全
　
区

3
月
28
日
因

午
後
1
時
4
0
分
～
2
時
30
分

吉
田
出
張
所

十
　
日
　
町
　
地
　
区

（
個
道
よ
り
東
側
地
区
）

新
座
・
大
井
田
地
区

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

水
　
沢
　
全
　
区

3
月
2
9
日
因

午
後
1
時
30
分
～
2
時
1
5
分

水
沢
出
張
所

川
　
治
　
地
　
区

（
高
田
町
4
・
5
丁
目
除
く
）

六
　
箇
　
全
　
区

午
後
1
時
40
分
～
2
時
3
0
分

川
治
公
民
館

十
　
日
町
　
地
　
区

（
国
道
よ
り
西
側
地
区
）

高
田
町
4
・
5
丁
目

3
月
30
日
團

午
後
1
時
4
0
分
～
2
時
30
分

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

類
談
で

附
で
三
回
受
け
る
。
二
期
…
一
期
三

回
を
完
了
し
て
一
年
後
に
も
う
一
回

接
種
を
受
け
る
。

　
※
一
期
の
三
回
を
受
け
る
こ
と
で

基
礎
免
疫
が
で
き
二
期
と
し
て
四
回

目
を
受
け
る
と
免
疫
が
よ
り
強
く
な

り
ま
す
。

◎
接
種
前
の
注
意
　
①
前
日
入
浴
を

さ
せ
、
清
潔
な
肌
着
を
き
せ
ま
し
ょ

う
。
②
接
種
日
の
朝
、
体
温
測
定
を
忘

れ
ず
に
。
③
印
か
ん
、
母
子
手
帳
を

忘
れ
ず
に
。
④
有
熱
者
、
病
後
衰
弱

の
著
し
い
人
、
そ
の
他
医
師
が
不
適

と
認
め
た
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

⑤
問
診
票
は
当
日
責
任
を
も
っ
て
正

確
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
．

■市勢／人口・…50，278人（男24，663・女25，615人）／世帯数一II・954／面積・…21L44k㎡（1月旧現在）

○
：

－
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

：
O

　
　
諮醐

　
　
赫
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消
し
た
憾
冒
消
兎
た
憾
冒
”
5
山
の
火
廓

　
四
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
、
春
の

火
災
予
防
運
動
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

　
こ
の
時
期
は
、
特
に
空
気
が
乾
燥

し
、
春
一
番
が
吹
き
あ
れ
大
規
模
火

災
発
生
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

今
年
は
異
常
小
雪
の
た
め
雪
消
え
が

早
く
、
山
菜
と
り
の
シ
ー
ズ
ン
も
間

近
で
す
。
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
や
、

た
き
火
の
不
始
末
に
よ
る
山
火
事
の

心
配
も
あ
り
ま
す
。
一
人
く
が
火

の
元
を
確
認
し
、
非
惨
な
焼
死
事
故

や
貴
重
な
財
産
の
焼
失
を
未
然
に
防

止
し
た
い
も
の
で
す
。
な
お
、
期
間

中
、
事
業
所
、
危
険
物
施
設
の
ほ
か

一
般
住
宅
に
も
消
防
職
員
、
団
員
が

予
防
査
察
に
伺
い
ま
す
の
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
年
の
運
動
の
重
点
は

　
q
b
幼
児
、
老
人
、
身
体
不
自
由
者

等
を
中
心
と
し
た
焼
死
防
止
対
策
の

徹
底
　
ω
異
常
乾
燥
時
及
び
強
風
時

の
火
災
発
生
防
止
対
策
の
推
進

⑥
地
震
災
害
に
対
す
る
防
火
対
策
の

確
立
　
ω
雑
居
ビ
ル
等
の
自
主
防
火

管
理
体
制
の
確
立
が
あ
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
同
時
に
行
わ
れ
る
「
山

　　マκ　レ．ム＿　13ψ）

擁翻囎φ㊨圏膨
　3月17日、市民会館ホールで“天神林

どい”がありました。青年学級郷土コース

師大島伊一さん）の皆さんの2年間の研

告と、市内5地区の天神林の実演、竹内

謡研究家）さんの講演があり、会場には

民に最も親しまれている天神林のルーツ

ぐろうと、多くの市民がつめかけました

　
　
　
　
薄
報
民
市

齢
　
　
　
の

　
　
　
林
ス
研
　
　
ま

　
　
　
神
　
　
　
竹

　
　
　
天
　
　
間
　
　
場

　
　
　
、
　
　
　
　
演
会

㊨
．
雛
慧

＠
ホ
青
さ
神
が

　
　
”
館
　
　
皆
天
、
、

火
事
予
防
運
動
」
で
は
　
U
た
き
火

の
後
始
末
を
完
全
に
　
ω
た
ば
こ
の

吹
殻
は
必
ず
消
す
　
⑥
車
か
ら
た
ば

こ
の
吸
殻
を
投
げ
捨
て
な
い
　
働
強

風
、
乾
燥
時
及
び
枯
れ
草
等
の
あ
る

急
険
な
場
所
で
は
マ
ッ
チ
の
使
用
や
、

た
き
火
は
努
め
て
避
け
る
こ
と
な
ど

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

火
災
予
防
意
識

　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　
市
消
防
本
部
で
は
、
春
の
火
災
予

防
運
動
実
施
期
間
中
に
、
火
災
予
防

意
識
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

ま
す
。
調
査
の
対
象
は
市
内
の
全
世

帯
で
す
。
期
間
中
に
、
各
分
団
の
団

員
が
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
配
布
、
嘱

託
員
さ
ん
が
回
収
し
ま
す
の
で
ご
協

力
く
だ
さ
い
．
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容

は
、
タ
バ
コ
、
暖
房
器
具
、
灯
油
、

消
火
器
、
避
難
器
具
に
つ
い
て
な
ど
、

皆
さ
ん
の
火
災
予
防
の
身
近
な
問
題

に
つ
い
て
で
す
。
調
査
の
結
果
は
、

皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
か
ら
の
防
火
対
策
の
一
助
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マ

に注意と徐行

●運動の重点●
★新入学（園）児童の事故防止

★母と子の交通安全教育の充実

★スクールゾーン内の交通安

　全施設の点検整備

串ゆ

鞠
日
童
運

4
新
交


